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目的：被害的妄想の増悪により長期に及ぶ昏迷・亜昏迷の顕在時に発現した持続 
性洞頻脈の発現機序およびβ-遮断剤投薬前後における自律神経活動の推移に関

してホルター心電図の周波数領域解析法を用いて検討を加えた。 
 
対象・方法：対象は難治性統合失調症 2 例。交感、副交感神経の活動指標は各々

VLF・LF、HF の 3 成分とした。 
 
結果：非 ISA 作用のβ遮断剤投薬前は 2 例の何れも投薬後に比し全成分が極め

て低値であり、かつ VLF が LF、HF より有意に高値である成績が得られた。ま

た投薬前の心拍の揺らぎは高速度再生時に消失していることが視認された。 
 
まとめ：昏迷・亜昏迷の場合 1)洞頻脈の主因は超低周波数成分が優勢となり招

来される、2)非 ISA 作用に分類されるβ遮断剤は自律神経活動が著しく減弱し

た環境下で ISA 作用を発揮しうる可能性が示唆された。 
 


